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本
年
一
〇
月
二
一
日
に
、
平
成
二
一
年

四
月
か
ら
平
成
三
六
年
三
月
ま
で
の
一
五

年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
全
国
森
林
計
画

が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、

全
国
の
森
林
を
対
象
に
、
全
国
的
視
野
に

立
っ
た
統
一
的
な
森
林
に
関
す
る
政
策
の

考
え
方
と
森
林
施
業
上
の
指
針
及
び
規
範

を
示
す
も
の
で
、
森
林
法
に
規
定
す
る
計

画
制
度
の
最
上
位
に
あ
る
も
の
で
す
。

現
行
計
画
は
、
平
成
一
八
年
に
策
定
さ

れ
た
「
森
林
・
林
業
基
本
計
画
」
に
即
し
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て
一
部
変
更
が
行
わ
れ
て
お
り
、
今
回
の

樹
立
に
当
た
っ
て
は
、
そ
れ
以
降
の
森

に「
美
し
い
森
林
づ
く
り
推
進
国
民
運
動
」

の
展
開
等
が
必
要
な
こ
と
、
併
せ
て
地
球

温
暖
化
の
防
止
や
生
物
多
様
性
の
保
全
に

考
慮
し
つ
つ
適
切
な
森
林
施
業
を
実
施
す

る
こ
と
等
を
定
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
森
林
整

備
・
保
全
の
目
標
、
伐
採
立
木
材
積
、
造

林
面
積
等
の
計
画
量
（
図
２
）
に
つ
い
て

は
、
国
産
材
の
供
給
量
を
計
画
的
に
増
や

す
た
め
伐
採
立
木
材
積
を
現
行
計
画
よ
り

約
二
割
増
加
さ
せ
て
お
り
、
特
に
、
高
齢

級
人
工
林
の
適
切
な
整
備
と
と
も
に
間
伐

の
着
実
な
実
施
を
図
る
観
点
か
ら
、
間
伐

計
画
量
を
大
幅
に
増
加
さ
せ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
造
林
面
積
に
つ
い
て
は
、
伐
採
跡

地
の
的
確
な
更
新
に
必
要
な
計
画
量
を
確

保
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
間
伐
等
の
着
実

な
実
施
に
よ
り
、
京
都
議
定
書
目
標
達
成

計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
森
林
吸
収
量

の
目
標
で
あ
る
一
三
〇
〇
万
炭
素
ト
ン
を

確
保
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
森
林
に
対
す
る
多
様
な
国

民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、
針
広
混
交
林
化

を
含
め
人
為
と
天
然
力
を
適
切
に
組
み
合

わ
せ
た
多
様
性
に
富
む
育
成
複
層
林
の
計

画
的
な
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
し
、
育
成

複
層
林
の
目
標
面
積
を
現
況
の
九
六
万
ha

か
ら
計
画
期
末
に
は
一
五
九
万
ha
に
増
加

さ
せ
る
計
画
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
本
計
画
に
即
し
て
、
都
道
府
県

知
事
が
作
成
す
る
「
地
域
森
林
計
画
」
や

森
林
管
理
局
長
が
作
成
す
る
「
国
有
林
の

地
域
別
の
森
林
計
画
」
が
た
て
ら
れ
ま
す

が
、
今
後
と
も
国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
、

森
林
・
林
業
、
木
材
産
業
関
係
者
等
の
緊

密
な
連
携
の
下
で
、
国
民
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
た
適
切
な
森
林
の
整
備
・
保
全
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

全
国
森
林
計
画

図２　森林整備及び保全の目標及び計画量 ( 主な事項 )

区　　　分 現　　況
(H19.3.31)

計画期末
(H36.3.31)

育成単層林
(万 ha) 1,031 1,021

育成複層林
(万 ha) 96 159

天然生林
(万 ha) 1,383 1,329

森林蓄積
(㎥ /ha) 177 208

区　　　　分 現行計画量 次期計画量

伐　　採
立木材積
(億㎥ )

総　　数 5.1 6.3

主　　伐 2.1 2.2

間　　伐 3.0 4.1

造林面積
(万 ha)

人工造林 68 70

天然更新 87 87

林道開設量 (万㎞ ) 3.8 3.4

保安林面積 (万 ha) 1,245 1,269

治山事業施行地区数（千地区） 31 31
注：計画量のうち、｢保安林面積｣ は計画期末の

面積、それ以外は15年間の総量である。

次期計画のポイント
●間伐の着実な実施

間伐量を現行計画の 1.4 倍
●皆伐跡地の的確な更新

●育成複層林への誘導
計画期末（H35 年度）までに

H19 の 1.7 倍

林
、
林
業
を
巡
る
状
況
等
を
踏
ま
え

計
画
内
容
の
追
加
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
我
が
国
の
森
林

が
人
工
林
を
主
体
に
資
源
の
成
熟
化

が
進
む
中
で
（
図
１
）、
今
後
国
産

材
の
安
定
的
な
供
給
へ
の
期
待
が
高

ま
る
一
方
、
国
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
応
じ
、
針
広
混
交
林
化
や
長
伐
期

化
等
の
多
様
な
森
林
整
備
を
進
め
る

た
め
の
分
岐
点
に
あ
る
こ
と
、
こ
の

よ
う
な
中
で
、
低
コ
ス
ト
で
効
率
的

な
作
業
シ
ス
テ
ム
の
定
着
や
施
業
の

集
約
化
が
必
要
な
こ
と
、
森
林
の
多

面
的
機
能
の
持
続
的
な
発
揮
の
た
め

に
間
伐
や
伐
採
跡
地
の
更
新
等
の
着

実
な
実
施
や
国
民
各
層
の
協
力
の
下

図 1　人工林の林齢構成（H19．3．31 現在）
面積（万ha)

伐採利用可能な
林齢の森林
35%

現状のまま10年間
推移した場合
67%

林齢（年生 )

約
4
割
増

＋
これにより

●地球温暖化の防止
間伐等による森林吸収量目標

1,300 万炭素トンの確保


